
昭
和
五
十
年
-
一
ハ
月
一
一
十
日
、
嘉
藤
脈
一
李
窒
』
の
雲
壷
ハ
版
が
出
た
。
昭
和
皿
十
一
一
年
六
月
三
十
日
に
初
版
か
出

了
以
素
八
年
。
わ
た
し
口
初
版
と
箒
五
版
量
も
っ
て
い
た
が
、
こ
の
罰
睾
を
書
く
た
め
に
隼
六
版
乏
壽
フ
た
。
」

か
Ｌ
窯
六
版
は
第
五
版
と
か
わ
〃
が
な
い
よ
う
に
見
う
け
ろ
・
こ
の
本
に
つ
い
て
灯
わ
た
し
は
折
に
ふ
椥
可
書
い

了
宍
《
た
び
、
一
二
〒
多
少
⑦
圭
一
複
珪
い
と
約
ず
慰
嬉
を
の
べ
ろ
。
》
、
洞
が
種
々
学
碍
を
受
け
穴
こ
の
本
へ
の
著
者

へ
⑦
杓
た
Ｌ
の
感
謝
に
な
弓
う
か
と
用
う
か
ら
で
あ
る
．
℃

銭
木
鳧
盛
『
李
長
・
舌
歌
詩
雲
』
と
斎
藤
菫
嘉
臺
は
今
日
に
お
け
る
李
勇
⑦
ズ
タ
、
一
タ
Ｉ
ド
だ
と
・
杓
辰
Ｌ
は

王
論
文
ぼ
文
論
文
よ
り
お
く
楓
了
出
-
子
の
赫
三
ば
酷
似
し
な
が
今
・
文
論
文
に
ひ
と
こ
と
し
蝕
楓
な
い
＠

打
、
ど
｛
ノ
い
つ
柄
、
辰
一
（
づ
か
《
一
奉
言
が
臺
三
も
う
し
辰
の
な
ら
発
表
紙
の
霜
票
者
が
営
髻
を
つ
け
了
よ
か
う

一
四
方
か
無
蕾
名
の
文
章
な
ら
詰
蹴
別
漬
が
。
《
（
十
二
月
十
一
日

のど局じだろ、つ・

かび下砺ス／、つか・

二

○

世

斎
蒜
胴 と杓仮-」何感じろ。識者が孔子・一圭一室冨て菊弓勺とマルキ令一ストで両君つど。ｖ

０

（ゞ
等⑭二）

紀 タ一

の

李

０

祁冒〈

̅

一つゞ
い・一門・一一・

た。こーq29鼬
少 -
与 ｡
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た
嵌
口
望
厚
だ
か
ら
壽
の
令
阿

一｜２警影扱藍嵯摩悪逢蛎竪誰聯・恥陰門ざ酔涜卜呉-》》Ｆ１；曇Ｆｋ学景」寡．がＦ巨睦卜尾ｒ３ＬＥ鳶や岸ご畠窮駐牟患鼠毘等

あ
る
が
、
断
定
は
で
き
ぬ
。
嘘
稿
．
一
一
妄
吉
」

八
本
邦
の
荘
釈
家
侯
ち
ぱ
蔭
嶺
一
-
卜
よ
『
て
憲
礼
部
に
任
ぜ
今
椚
た
エ
ウ
に
記
Ｌ
-
Ｌ
い
る
が
・
雲
の
近
い
琴
族
に

●

ほ
蔭
襟
の
も
と
に
な
る
よ
ウ
な
人
糊
厚
発
見
六
打
な
い
Ｖ
（
聡
）
雲
の
父
琴
晉
寵
け
こ
九
三
年
に
依
県
今
で
易
っ

信
じ
ろ
．
残
念
可
二
と
に
鈴
木
の
口
出
版
社
が
訓
版
を
菫
ね
な
い
。
唄
在
，
新
た
に
李
雲
の
ズ
タ
ン
タ
ー
ド
に
接

Ｌ
よ
う
と
す
石
人
の
ぞ
え
に
何
斎
藤
の
し
か
〃
い
、
わ
任
し
た
ち
僚
進
は
ス
タ
ン
タ
ー
ド
を
乗
″
こ
え
る
の
が
先

進
の
關
福
仮
河
す
多
喧
一
の
謝
罵
た
び
．
主
だ
と
て
も
こ
の
二
先
遣
の
汗
崇
乏
通
過
し
て
同
い
な
い
。
た
え
ず
こ

こ
に
立
ち
も
と
つ
Ｔ
養
い
を
え
て
は
罰
た
一
卜
藪
濤
さ
拘
可
た
ど
た
と
Ｌ
く
調
ば
だ
く
の
だ
．

本
書
、
初
版
・
五
・
六
版
と
Ｌ
に
坪
ｌ
ジ
立
て
は
要
う
て
い
な
い
の
で
・
ペ
ー
ジ
を
追
う
了
墨
感
を
記
す
。

春
謂
口
絵
⑦
「
眺
住
本
手
長
二
零
句
認
定
毒
」
、
入
手
Ｌ
が
尺
い
。
ね
だ
し
口
荒
井
溥
氏
の
厚
意
で
一
讃
Ｌ
涙

か
-
ど
こ
か
⑦
本
屋
ざ
ん
か
億
割
Ｌ
て
く
脚
ろ
と
李
馨
同
塔
、
鬘
ぶ
だ
ｚ
／
っ
・

哩
言
。
。
”
（
崎
）
口
導
３
。
つ
い
の
誤
〃
た
巧
っ
・
八
李
碧
は
小
ま
い
な
が
う
、
李
白
ヤ
杜
甫
の
で
き
な
い
こ
と
麦

や
弓
だ
と
私
口
宝
っ
。
ま
つ
た
く
割
の
簿
鐡
、
近
何
懲
罰
の
寺
椚
に
も
還
す
ろ
薊
Ｌ
Ｖ
這
査
切
り
開
い
た
独
創
閉

詩
人
だ
と
私
吋
霜
勺
Ｖ
に
穴
分
逼
〃
胃
歓
一
：
易
看
。
（
Ｐ
ご

八
鹿
函
は
雷
の
毫
三
の
祖
先
の
出
た
三
三
．
Ｖ
（
。
ご
礒
轟
何
害
の
皇
室
が
そ
の
祖
先
の
出
貝
地
と
称
し
涙
と

二
零
、
と
い
，
つ
ぼ
う
が
正
確
だ
ス
勺
〃
、
准
稿
一
言
琴
諏
逼
』
纈
這
」

八
俵
ぱ
-
…
！
畠
谷
に
生
ず
洞
た
ｖ
（
〃
ご
皇
谷
に
家
三
Ｌ
た
、
と
い
う
く
ぎ
だ
ろ
う
．
拙
稿
「
壽
薪
」

一
：
八
ヅ
年
に
Ｌ
了
美
文
を
よ
く
し
…
・
：
雲
-
１
-
一
阿
二
獅
乏
幸
．
い
と
う
了
管
躯
に
合
わ
せ
Ｖ
言
わ
）
ぞ
う
い
う
伝
え
ば

睡罰謬溌鵬藤頴騨鮮藤蹴鷆蕊勘醗騒鶏燕獅議誤溌罰蕊藻譲

-

蕊上
瀞雛
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一 →

一

都
芭
寺
と
な
る
」
ま
入
私
演
い
、

人
李
長
書
歌
詩
栽
Ｖ
（
匙
-
釦
）
莞
の
全
部
に
つ
い
て
楢
稿
「
杜
澪
」
荒
井
鱈
『
社
牧
』
な
お
八
篝
吏
部
（
妻
部

屯■■■ｒｏｄ

Ｆ０６ｚ■唾肥、７面脾■酢・卯１口ｆ１ｑ-■・兎Ｐ・■日日９１▲●■■”■巳ＯＧ００Ｄ０Ｉｒ０ｂ今ｉ日Ｉ‘？ｌ一陣-Ｔｌ◆Ｐ，ｐ、『--■？ＯＤｂ・Ｕも-。，●

一口一-一へふ←一品-→

尚書）Ｖ何-麦部億部の誤り〃

…この薑の一アキズトけ王矯注本に卿っているよう庇が、言一城本董管一本にす打ばよかっ在。校記に

曹一城本はあげら洞了いろが、一々に口菫っ了いないと察せら柄ろとこ君がある．しかし「校噸李

雲
宗
』
差
ま
震
怖
っ
：
可
Ｕ
な
い
わ
た
し
と
Ｌ
て
は
・
壮
判
と
し
て
一
二
・
つ
わ
け
に
、
ゆ
か
め
ゞ
・
《

八
・
窪
鶏
三
一
川
の
遊
姦
（
い
と
け
う
）
・
遊
糸
と
口
．
く
も
や
小
虫
な
ど
治
切
て
か
え
っ
た
と
式
、
に
つ
ゞ
い

哩
可
唄
刈
目
型
肘
私

や

》

００口■■ＢＩＯ凸らｇｐ８８Ｑ日６０２８凸凹刺ⅡＨＤＰ目５４℃ＩＱｌｉ０■９ｑ９Ｕ１４ＪＢＢＥｑ１４ｑｌ４４



一
薑
乏
平
撮
に
す
る
．

「
逼
塞
渭
宮
」
露
-
ど
「
宗
上
戸
芹
年
」
の
言
凌
宣
城
本
ロ
ー
先
と
Ｌ
〉
｜
く
打
に
従
う
の
が
よ
い
だ
ろ
う
。
拙
稿
「
宮

弄
』
圭
涙
「
蜀
壬
」
に
「
い
て
何
「
壱
の
太
宗
」

蔚溌寒風婆慾藍陰酎段隆』営罷藤許巳・…Ｐ．-昨ｒ駆除●！；、”．●腓？．・、←“：”-鰈’１．．陽-｜：；ゞ
．、参」←、．-．“ゞ
“：？-：ｐゞ
幸ｒ『咋農』》一｛鐸ご・・巨写・》・・謄巨←吟＆催陽乞卜哩ｏ県睦篇似匙喜；轄鼠卜・ン」Ｌ峠罵昏曹酎唆澱軍産鼠胃』一田．！→…．←や：．と

｜
’

一
Ｉ
い
た
細
い
糸
が
煕
教
に
空
中
に
飛
び
た
躍
よ
う
も
⑦
一
憎
舂
の
景
物
に
可
ラ
マ
い
ろ
．
中
国
で
何
珍
Ｌ
く
な
い
が
．

日
本
で
は
比
較
的
す
ぐ
な
い
の
で
、
王
く
陽
炎
（
水
蒸
気
の
作
用
で
生
ず
る
現
象
、
ひ
げ
Ｚ
ウ
ー
の
こ
と
と
ま
ち

が
え
今
拭
了
い
ろ
ゾ
ニ
の
説
に
袴
Ｌ
に
と
表
目
の
龍
切
る
思
い
か
Ｌ
た
。
穴
ら
に
く
わ
し
く
知
〃
た
く
崎
が
け
了

い
ろ
同
伺
ど
も
．
ぷ
つ
か
る
の
ロ
ハ
ま
弓
か
え
ら
洞
了
い
ろ
Ｖ
方
、
ほ
か
″
で
あ
る
。
窪
）
八
・
喪
賊
路
句
全
体

らＬほま

な
ら
び
に
前
⑦
句
と
の
閨
係
か
ら
「
城
厨
差
天
む
」
と
読
む
。
一
読
（
鈴
木
氏
）
に
「
天
城
の
路
」
と
談
ま
Ｌ
了

あ
る
。
三
字
だ
け
な
ら
、
千
桐
了
も
週
す
る
が
、
し
か
Ｌ
語
句
の
勢
い
と
毫
珠
の
上
で
は
逼
ヒ
ロ
Ｖ
ｖ
（
獄
）
わ

た
し
ｎ
は
じ
例
「
城
路
を
実
む
」
と
談
舜
、
鈴
木
説
に
椿
し
丁
迷
い
一
時
こ
椚
一
卜
炭
ラ
辰
が
．
斎
藤
達
に
教
え
る

洞
Ｔ
要
心
し
て
し
と
⑦
読
み
に
か
え
っ
た
。
な
お
、
週
風
震
ロ
郭
謹
「
別
国
洞
冥
記
」
に
も
と
ブ
く
で
あ
弓
今
．
こ

と
拙
稿
「
週
專
舞
」
に
記
し
た
．
《
当
残
冬
曲
」
の
斎
諒
詩
訳
臓
京
作
⑦
一
行
乏
二
行
に
Ｌ
了
い
ろ
。
間
の
ひ
し
て

Ｌ
す
っ
た
感
じ
が
す
石
、
》
‘
《
；
》
》
》
乳

「
同
沈
馴
一
馬
顛
傳
御
着
水
」
念
-
ご
ぼ
御
憲
⑦
水
を
擬
人
化
し
て
う
た
う
。
銭
木
訳
口
千
打
を
の
み
ど
ん
涜
上

一
ｒ
な
-
、
、
打
た
”
・
箒
涛
獣
何
-
水
と
詠
ず
ろ
Ａ
わ
た
し
Ｖ
差
別
例
も
⑦
と
Ｌ
Ａ
幸
い
に
わ
辰
Ｌ
付
、
こ
の
流
荊
団
ぐ

う
て
け
く
御
潭
の
ほ
ど
〃
一
ぐ
、
天
子
の
御
婿
向
晏
⑦
圭
託
に
お
冒
ど
お
い
す
る
こ
と
が
下
ぎ
た
。
Ｖ
と
い
う
の
、
不

可だ弓つ、舵廟馬ぴ蛇蜑ゴ②一つうこと何抵稿「馬小満」
、

「
ヒ
タ
」
露
，
ゞ
夢
の
「
螢
入
暖
衣
楼
」
の
蚤
．
宣
城
ほ
花
と
Ｌ
す
ぐ
杭
ろ
。
螢
乏
韻
に
対
し
て
何
平
凡
で
こ
の

一

■
Ⅱ
９
■
１
Ⅱ
旧
』
Ｂ
Ⅱ
日
凸
■
。
■
■
日
Ⅱ
Ⅱ
■
■
■
Ⅱ
８
０
９
０
’
-
-
０
１
リ
ー
Ｉ
ｌ
０
Ｉ
ｉ
ｌ
１
１
１
１
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ
ｌ
ｒ
ｌ
ｌ
ｌ
-
ｌ
ｆ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
９

１

巳
９
Ｉ
ｈ
ｐ
ｂ
ｌ
ｂ
Ⅱ
■
Ⅱ
０
Ⅱ
■
■
可
Ｉ
■
旧
■
９
４
１
■
Ｉ
Ｉ
Ｊ
・
０
１
６
巳
■
■
６
０
日

１１

Ｌ
Ｉ
Ｉ
０
Ｕ
０
ｒ
０
０
ｕ
Ｕ
■
甲
も
Ｌ
■
９
９
-
４
７
-
Ｌ
Ⅱ
？
。
０
日
、
■
Ⅱ
０
１
０
７
９
■
１
１
-
１
．
１
１
-
Ｉ
ｊ
１
１
ｌ
８
７
０
１
色
９
１
１
１
１

４
１
１
．
０
Ⅱ
■
Ⅱ
０
１
０
Ｆ
０
■
Ｉ
ｌ
ｌ
９
↑
？
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二
打
で
エ
い
の
だ
。
罠
た
諾
え
．
あ
の

ｂ

な
い
ひ
。
Ｖ
口
鈴
木
訳
友
″
灼
か
〃
い
い

「
建
和
柳
慢
」
葱
-
ど
の
「
一
烈
魚
」
三

千
は
な
く
一
双
舅
な
⑦
だ
。
拙
稿
「
補
悲
」

な
い「

緑
菫
訂
睾
」
露
，
ご
譲
解
な
作
だ
か
ら
や
む
を
え
な
い
ぴ
「
六
街
馬
蹄
浩
無
主
、
』
虚
空
風
気
下
清
浄
、
短
衣

小
冠
作
壼
士
」
に
対
す
る
訳
解
か
の
み
ご
矢
に
く
い
。
鈴
木
訳
し
す
っ
き
り
せ
め
。
訳
女
中
⑦
八
王
狗
Ｖ
は
王
拘

例

誤

り

。

。

》

「
河
南
府
試
十
二
月
禁
詞
」
に
っ
仙
了
は
拙
槁
「
十
二
月
宗
詩
」
か
あ
る
の
Ｔ
閑
単
に
．
．
月
」
め
こ
ご

字
を
八
か
も
し
出
す
Ｖ
と
訳
す
る
の
口
不
可
。
コ
ー
『
月
」
の
「
労
労
」
ハ
ご
く
言
う
や
ｖ
ｎ
び
ぅ
た
〃
せ
め
．
「
生

緑
喜
」
は
八
緑
め
室
か
震
っ
て
い
る
す
が
辰
Ｖ
で
は
な
く
、
や
は
〃
「
生
」
じ
た
⑦
だ
．
注
の
Ａ
疏
水
《
曲
名
ｖ

て
は
不
充
分
で
古
曲
舞
蓬
ぜ
ひ
引
い
て
お
か
ね
ば
な
ら
め
”
二
一
月
」
の
「
夫
風
転
慧
」
八
つ
ろ
つ
る
と
罵
柄
た

毫
雨
：
・
・
・
-
Ｖ
と
は
ど
う
Ｖ
う
こ
と
か
。
「
溺
舎
」
何
宣
城
本
に
「
漂
舎
」
と
す
る
や
八
風
に
ひ
る
が
え
る
沓
〃
Ｖ

で
は
な
く
．
た
だ
よ
い
去
亨
沓
ぐ
わ
し
い
水
泡
元
詞
言
う
．
面
月
」
の
「
蟠
花
」
八
く
Ｌ
や
《
く
し
ゃ
か
た
ず
つ
》
た

表
Ｖ
Ｔ
ｐ
さ
つ
げ
〃
。
「
驚
飛
」
八
急
に
移
ぅ
了
け
く
Ｖ
可
は
蕊
字
切
パ
ト
ズ
か
つ
か
め
な
い
・
『
七
月
些
一
伊
濯

「
蘇
小
小
薑
」
兎
-
ご
本
誌
拙
槁
「
蘇
小
小
」
の
諭
旨
に
よ
″
斉
藤
訳
の
調
子
￥
⑦
も
の
び
わ
だ
し
に
は
取
れ

０

宗
了
一
言
湖
｛
ｚ
星

の

ｏ

０

あ
の
清
い
谷
川
の
焦
乏
．
水
乏
散
人
で
き
ま
ま
な
自
由
芝
禁
Ｌ
ん
で
い
石
下
は

●

●

０

菱
八
一
一
ひ
き
の
魚
Ｖ
と
す
る
の
か
よ
い
”
一
頭
魚
は
八
胄
堂
Ｖ
（
哩
ら

夢

メ

ワ

肌

一 一 己 ９ 可 " 、

ー ●
か 一毛旬ニククーー
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「
金
銅
仙
人
毒
澤
歌
」
霞
-
ご
抵
稿
「

，
太
宗
」
。
．
：
亘
壹
一
十
一
-
一
拙
稿
「
檬
伽
」

「
酒
需
」
注
（
迩
八
鵠
州
ゆ
河
暘
師
三

足

一許鴬蕊屡』誉：言雁勇迄涯獣Ｌ悔避杁蛮芝軟沖・穴和船

〃
冑
壷
」
の
極
は
ハ
ひ
ど
く
太
っ
て
し
麦
ラ
た
Ｖ
⑦
で
な
く
、
極
沖
騒
認
萎
の
た
塁
仙
愚
」
の
「
燈
窒
花
」
八
燈
が
パ

ッ
パ
ッ
と
花
を
ひ
ら
い
了
い
ろ
Ｖ
の
で
な
く
・
暗
く
な
る
の
た
・
瓢
・
と
も
し
び
が
う
な
だ
打
ろ
、
と
で
も
い
う
べ
き

と
二
弓
．
「
九
月
」
注
「
雪
道
」
鶴
腫
人
一
読
Ｖ
の
方
が
浜
い
た
老
う
か
。
「
十
頁
」
①
「
書
体
案
」
八
ぼ
ぅ
マ

川
肌
に
つ
い
了
：
：
-
Ｖ
ぱ
い
げ
葦
せ
ん
。
「
十
、
一
月
」
仇
『
團
囲
」
室
城
本
に
「
團
廻
」
と
し
￥
顎
に
従
わ
ね
ば

万
石
子
い
。
「
宗
合
」
は
一
葉
有
蓋
雲
》
』
に
炭
、
７
-
-
沐
合
」
と
す
べ
ま
て
ば
な
い
か
。
「
十
二
月
」
の
一
依
稀
」

「奉王飲酒」”（礎．-豆．にうい了”

この侮口丸聴・琴腫衿．訂を侍うていろ

吉
一
城
本
は
「
依
焦
」
。
、
、

「
帝
子
歌
」
注
（
恥
）
”
Ａ
銅
員

の
阿
蒙
古
本
〈
面
部
誌
列
）
・
た
弓

．
「
洛
珠
壹
珠
」
注
編
）
八
宋
本
に
』
４
う
匠
藁
鴦
奇
⑦
茨
に
侭
勺
Ｖ
葦
の
脚
？
辰
宗
本
同
何
可
の
か
。
箒
の
テ
キ

ズ
-
ｒ
驚
乳
鼎
壼
ィ
グ
の
杜
撰
に
つ
い
了
け
鍵
膳
宏
の
書
評
が
す
で
に
い
う
。

一
，
「
李
宍
人
」
ず
短
-
ァ
）
拙
綺
「
夫
人
飛
入
電
珪
包
」
。
「
麦
馬
引
」
庵
，
諺
描
稿
寒
馬
引
」

「
南
・
冨
其
-
一
と
念
）
八
詣
ち
ぶ
楓
で
Ｖ
ほ
・
《
お
ち
競
机
→
！
、
八
ご
気
娠
Ｖ
・
ロ
、
ご
齋
癖
、
が
。

「
金
銅
仙
人
雲
澤
歌
三
跡
-
ご
抵
稿
「
壷
調
仙
人
詳
濤
歌
」
。
「
濤
詩
算
十
五
、
十
六
」
（
脇
-
巴
拙
稿
「
宮
の

八
鵠
州
ゆ
河
暘
師
言
便
Ｖ
の
河
陽
は
鴎
壼
の
誤
り
で
弱
云
う
．

足

小

・

鰊罰諒駁鮴諏副勤齢尋獄騎齪如八奴荒槌藏鋼Ⅳと燭潟階婁蕊ｉ席§蘆

八
室
を
収
い
て
Ｖ
ｎ
、

-・-ｉ』α【-笥諜昌卜．，や．-酌．，皇．，・し．路・も、．-勘を冬ぎ罐矛ｒ○露際尭醜ご島

に
ラ
ビ
４
”
烹
濯
壹
一
蓋
文
に
敦
読
が
み
え
挫
稿
「
劫
蚕
飛
軍
」
に
莞
の
感
這
芝
訳
魂

フ
ａ ●

●
●
●

ー

陳
本
礼
は
宋
本
に
ま
る
と
Ｉ
そ
「
明
且
に
Ｌ
て
い
る
Ｖ
「
明
月
」
に
作
壱

つ

一

麹
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了
箏
哩

考
え
ろ

す
か
の
俸
給
川
外
に
何
も
ぎ
い
Ｖ
壷
わ
た
し
は
、
生
活
雪
ぐ
ら
い
は
取
椚
矢
つ
か
と
仕
え
て
為
た
が
、
一
つ
た
う

了
箏
哩
な
こ
と
ば
な
か
っ
た
、
と
読
尭
た
い
◇
￥
今
Ｌ
て
こ
⑦
詩
け
か
洞
⑦
辞
璃
の
一
つ
の
契
機
壬
示
す
し
⑦
と

ば
弓 長 一
戻 の 數
歌 南 酒
続 ’ す 行
短 里 一
歌 の 進一 誤 愈
霞｜）ー

「

草

種

樹

」

（

恥

）

拙

稿

「

舅

種

樹

」

ァ

「難忘曲」（ｒ雨-型）この悪亭一言藏本何「鑿忘曲古詩戸富家誠易知易知復難忘」とし〉了楓に従うぺ師

ま
だ
弓
う
，
拙
稿
「
｜
穏
小
憐
」
「
葛
小
演
」
（
，
乎
翌
に
つ
い
て
も
。

「
龍
踊
商
」
注
⑳
）
八
僻
遠
の
地
方
で
お
桐
ば
韻
薑
乏
菫
ん
じ
て
訂
正
す
石
だ
弓
つ
か
・
京
洛
附
近
な
⑦
で
自

分
⑦
発
言
に
満
足
し
て
焦
閨
代
に
辱
「
て
い
た
の
で
何
な
か
ろ
う
か
Ｖ
こ
の
詩
⑦
鵲
法
に
つ
い
了
は
ま
辰
子
細
に

補
訂
し
て
い
な
い
が
』
二
洞
ま
で
に
湾
え
だ
例
か
ら
い
う
ど
窒
付
鵲
律
に
対
Ｌ
工
一
手
や
か
な
翫
臺
を
い
ぐ
ら
せ

了
い
ろ
。
一
殿
的
基
準
麦
謡
え
ろ
と
き
、
そ
杓
が
が
価
の
特
要
な
意
図
が
送
ん
だ
の
滑
と
ま
ず
考
え
て
莞
桝
を
手
・

樹
〃
に
し
了
内
的
晏
閑
達
考
え
る
方
ぴ
よ
い
。
苣
禁
で
し
へ
い
わ
ゆ
る
禁
曲
は
公
約
数
に
す
ぎ
ず
、
す
ぐ
胴
た
吉

棄
か
し
ば
Ｌ
ぼ
楽
騨
を
②
〃
こ
え
る
よ
う
に
、
す
ぐ
柄
匠
鋳
人
の
詩
同
額
喫
乏
と
び
こ
す
⑦
だ
。
無
知
不
犯
す
の
、

に
|丁 「

長
歌
続
短
歌
」
露
-
ご
拙
稿
「
畏
歌
銃
短
歌
」
「
害
⑦
太
宗
」
三
森
評
伝

「
悟
公
」
露
-
唾
拙
稿
「
倦
公
」
恥
⑦
二
零
峨
初
出
産
」
仇
挿
絵
は
詩
の
イ
メ
ジ
を
こ
わ
す
よ
っ
に
わ
た
し

０

Ｑ

感
廿
ら
温
る

句

｡

ハ且■ＩＪｇ

０

-
至
日
、
戻
要
里
中
佐
」
の
佐
、
作
の
議
川
「
冬
至
⑦
日
に
皀
安
⑦
市
中
下
係
る
」
の
居

ー

857
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「
計
公
子
毒
姫
敦
」
の
「
晨
鐸
蜀
鉱
等
誤
差
-
一
恥
に
つ
い
了
入
宍
簔
葛
書
評
「
金
岡
顕
光
著
豆
寒
耀
の
女
孝
』

｛
、
軽
妙
椀
」
の
二
二
牙
」
駒
樋
稿
「
宮
牙
』

ぽ
か
に
も
ｎ
い
で
は
な
い
が
部
分
餉
な
こ
と
口
こ
椥
腫
に
し
て
お
く
。
胡
版
癸
行
以
俵
、
李
雪
に
関
す
る
論
文

記
事
同
-
ゞ
予
祁
以
前
と
は
比
載
に
な
ら
坊
同
ど
多
塞
で
あ
っ
た
。
そ
の
す
べ
了
に
目
乏
還
す
二
と
何
窯
理
に
Ｌ
了

も
そ
の
幾
分
か
芝
精
選
Ｌ
Ｔ
本
書
一
Ｌ
組
勇
こ
ん
で
い
一
に
ら
、
窯
六
版
『
孝
窒
』
は
六
弓
に
わ
楓
わ
猟
後
進
蚕
利
益

す
る
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
・
ハ
ン
ド
ヌ
ッ
グ
と
可
っ
了
い
屍
で
扁
弓
う
。

荊
園
斎
癖
噂
士
何
初
版
を
出
」
庁
と
き
七
十
隷
、
六
版
の
こ
と
」
同
上
十
ハ
漁
．
李
雲
の
蓑
読
苣
が
多
く
そ
う

Ｔ
あ
る
よ
う
に
、
孤
独
の
指
演
の
こ
の
老
諸
人
の
傍
に
口
毒
黛
乏
訂
す
自
重
辰
す
け
手
至
さ
さ
え
ろ
言
茸
が
い
な

い
か
仮
琴
せ
、
匂
洞
夢
・
わ
穴
し
の
こ
の
小
記
ぴ
あ
ろ
い
は
礼
を
失
す
る
と
こ
男
ぴ
あ
り
け
せ
め
か
と
お
￥
楓
ろ
孤

薩篭瞳愚鳶辱扇塚…置厚ｒ陰！．｝-一・：！」ｉ摩．。；§；；：；-・”：・ｒ，匡蒔峰監筐蛙・ご陵…』霞一吟皇一噂；墓監陰藍良龍嘩鷺匿島鴬騨婆監謬冒．曼農…ゞ
』《』〕一←：←〆ｔゞ
．；・！》←、《§；〃て壁．

で
ぼ
な
い
．
拙
稿
「
十
二
章
含
」
「
蕊
小
小
」
な
ど
羽
：

軍
ロ
都
城
臺
手
望
」
（
苧
ご
拙
稿
「
古
都
城
菫
子
謡
」
な
お
注
の
八
射
田
弓
Ｖ
の
田
は
日
の
誤
り
。

「
舂
囑
皀
谷
」
坤
率
「
三
谷
詩
」
蜘
對
菫
蕊
評
伝
拙
稿
「
独
吟
零
句
雪
台
詩
」

「
調
駝
悲
」
易
-
当
社
穂
「
金
銅
仙
人
辞
蔑
歌
」
，
「
自
星
谷
到
洛
穏
門
」
（
恥
-
響
拙
稿
壽
笥
」

「
猛
虎
行
」
訓
八
乳
孫
に
乳
し
Ｖ
露
）
は
、
孫
Ｆ
乳
し
、
の
誤
り
．

「
相
勧
酒
」
の
「
何
用
襄
姻
完
化
肥
」
（
駒
）
切
詣
字
の
割
が
ぬ
け
一
Ｉ
、
い
ろ
。

「
此
中
寮
」
魚
-
ご
・
拙
摘
「
北
中
寒
」
。
「
沙
路
曲
」
「
卜
乏
回
」
偲
允
）
拙
稿
「
頌
歌
」

「
北
中
寮
」
魚
-
ご
・
拙
摘
「
北
中
寒
」
。
「
沙
路
曲
-

二
局
軒
過
」
付
説
爺
）
八
王
傷
定
Ｖ
王
定
係
⑦
誤
り
。

「
舅
三
夫
人
」
二
闇
菫
神
ご
義
」
（
恥
-
巴
臺
憲
評
伝

ー

ロ ー

ー ー
■

抄

･ず。
｡

13-7S 858ｌｐ単帥



- 甲 一 一 一 一 - -

《“Ⅷ”恥“叩“陸酬眠叩皿Ⅷ叩剛眺即醍宮恥醒呼肥印酬即叫Ⅲ，．．．‘叶●’帥・●小皇いい●●‘印．０．００．酢，０，，■？◇０▲■■■■０４日Ⅱ■Ⅱ■０凸■７口９１６Ⅱ■１０．１．１Ｊｆｊ９９１ｌｌ０-Ｉ・祭１-１--１１．。．-日日

タ

１

〉
て
洞
を
杓
征
し
口
ま
だ
実
て
い
疎
い
・

一
六
亡
五
年
ハ
月
二
十
五
日
・
弟
濤
田
富
雄
か
ら
一
雨
薑
名
家
詩
藍
』
を
も
う
っ
辰
。

著
者
篝
発
行
人
口
大
分
市
稲
荷
臨
三
臣
九
十
二
委
龍
大
毒
支
部
．
大
一
止
血
年
十
二
月
一
日
豐
南
薑
堂
発
行
。
・

軍
望
は
ち
よ
剛
鳴
儒
硬
筆
．
椛
彬
菫
出
し
．
上
元
禄
よ
〃
・
下
明
治
に
至
る
．
百
八
十
餘
年
の
間
-
奎
建
隆

昌
-
詩
詞
掘
隷
」
壽
霧
周
欄
、
殊
色
互
胴
・
舅
に
近
直
女
學
史
上
に
絢
燗
の
光
壷
添
へ
淀
ろ
な
り
・
然
る

に
方
今
濤
字
乏
識
ろ
も
の
・
日
に
獄
し
月
に
耗
〃
，
そ
の
歳
く
詩
甑
乏
解
す
春
も
⑦
に
至
〃
て
ロ
、
霧
蓼
晨

室
の
如
し
。
雲
と
〃
て
先
雪
の
爬
血
差
耀
寺
た
る
遣
薑
珍
籍
も
-
之
を
保
存
す
ろ
も
の
星
だ
少
く
或
付
二

御
蚕
払
唇
芝
舅
ふ
も
の
に
猫
Ｌ
・
藪
ロ
ー
掴
芝
筐
寝
一
の
毒
魚
に
雲
ね
可
顎
ろ
も
の
螺
し
・
今
に
し
て
莞
集
せ

す
ん
、
、
後
に
は
塵
欺
灰
減
、
紋
ふ
ぺ
か
ら
ざ
ろ
脹
至
ら
む
と
尾
Ｕ
-
慨
然
と
Ｌ
マ
認
ち
-
『
奏
莞
渥
棲
、
多

年
の
日
子
乏
寶
し
．
漸
く
三
十
読
家
、
壹
萬
上
八
千
雲
乏
獲
-
更
に
￥
⑦
中
よ
り
、
典
雅
、
法
と
す
べ
く
、

雄
潭
．
謡
す
べ
主
も
の
、
二
十
家
、
壹
千
四
百
餘
言
芝
選
出
Ｌ
・
…
雫
ｉ
，
自
ら
舅
乏
投
じ
て
釧
行
し
．
》
Ｉ
．
-
-

た
の
〃
こ
の
本
だ
と
「
僻
顛
」
の
は
じ
櫛
に
記
す
・
解
顛
六
ベ
ー
ジ
ヘ
二
十
名
家
小
伝
一
三
ぺ
ｌ
ジ
、
ヲ
一
目
次
ニ
ペ
《

詩
藤
胴
に
は
雑
誌
『
節
句
』
（
詞
ろ
い
は
『
短
歌
』
？
）
に
ｎ
「
た
李
舅
に
閏
す
る
記
事
が
あ
る
ｐ
す
だ
が
《

明

眉

秋

室

Ｉ

Ｉ

△
凸
▼
ｂ
ｂ
ｌ
０
４
Ｇ
“
Ｆ
・
Ｉ
ｑ
ｐ
Ｈ
Ｉ

0

『 １
１ ト
Ｑｊ４

ｌ

I I
Ｉ!’
ｉ
ｌ
（２１

０１

９１

ａ ｌ
ｂ

ｌｆ
Ｑ ｑ

ｌ

閏
０

Ｉ
ｊ
ｆ
ｌ
ｑ
ｊ
・
・
・
０
日
●
■
■
，
９
-
ｌ
６
６
Ｊ
０
４
Ｉ
．
■
０
１

ｒ、哉・ｂ■■■５『◆一■ｏｒ一ワニ■■■■５０１０１８８■

ⅢⅣＮⅢ旧い脾旧旧哨８０３ｒ６８ｌ００８ＥＯ８５８０Ｂ■Ｒ９３８８ｖＯ５■■日■ＵＨＨ１０ｆ１０ｇＩ８ｏ０８０

（
同
日
）

ｊ
Ｊ
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明
眉
秋
室
名
何
粛
。
字
は
雨
宕
。
通
称
大
助
。
状
皇
は
冥
号
な
〃
・
狩
秦
篭
の
人
な
叩
。
僅
伯
窪
明
石
氏
子

窯
蚕
臺
以
丁
》
・
篝
ふ
完
子
と
一
郷
苓
、
ん
と
す
。
教
室
室
く
・
佐
伯
雲
は
龍
ろ
図
書
仮
富
む
、
余
乏
Ｌ
Ｔ
雪
糊
奉
行
た

ぅ
し
慨
は
．
応
諾
せ
ん
・
淀
は
閣
ふ
と
二
言
Ｆ
卿
韮
寺
と
。
佐
伯
、
闇
室
了
之
を
奇
と
し
、
雪
栩
奉
行
と
為
才
‘
昊

よ
〃
壽
書
に
茄
揺
し
、
学
識
大
い
に
進
む
．
詩
同
杢
長
壹
至
喜
び
、
窯
ね
了
支
那
時
文
に
逼
ず
。
巻
乏
繕
宗
詞
爵

芝
甑
す
る
外
．
少
し
も
浴
室
『
乏
省
ず
．
而
し
て
拝
ろ
所
⑦
書
邑
、
友
び
草
稿
は
更
前
の
凹
前
に
置
李
へ
尽
く
矯
圭
、

了
曰
く
、
人
間
の
見
ろ
《
、
圭
七
の
に
非
す
、
天
帝
仁
上
ろ
奪
剛
と
。
故
乏
以
て
一
零
織
瀕
額
も
．
容
易
に
雲
む
ぺ
か

局
す
、
人
琶
季
ｊ
了
乏
芝
珍
蔵
す
．
蜜
政
年
中
に
瀕
す
と
云
ふ
。

ヤ
ト
ジ
、
本
室
一
石
Ｏ
ペ
１
吋
ン
雫
甥
攻
め
る
壼
次
ロ
・
秋
山
玉
山
、
一
二
浦
梅
園
、
協
葱
室
、
信
雲
華
へ
田
歳
村
牌
田

帆
足
蔑
里
-
崖
籟
茨
憲
、
声
田
九
華
、
明
石
秋
室
、
勝
田
李
属
・
中
震
天
華
、
元
田
竹
渓
，
割
一
七
舟
・
毒
頚
旭
荘

状月穂偶．長梅外，僧五→蚤．米哀東嶋．、岡松寶谷、戻五洲。

こ
の
・
つ
ち
の
半
ば
賦
嵜
→
切
莞
を
貝
、
作
品
達
読
ん
で
い
た
が
、
、
半
ば
は
未
見
で
ば
な
は
だ
翼
を
箒
そ
っ
辰
。

談
裂
進
ん
で
明
石
秋
室
に
至
、
て
篝
い
た
。
中
臺
末
筆
よ
い
も
藻
く
孝
篝
に
帽
倒
し
た
人
で
、
米
華
と
周
じ
佐
伯

霧
に
仕
え
た
人
一
ｒ
は
な
い
か
。
秋
室
の
名
乏
こ
の
と
ぎ
は
じ
め
て
翅
へ
た
が
、
わ
た
し
⑦
無
知
⑦
み
て
な
く
，
検

索
し
辰
か
諄
〃
⑦
人
望
釡
涛
の
尺
く
い
砿
こ
の
人
菱
訳
す
も
⑦
何
可
か
「
た
。
い
安
晉
者
の
小
伝
と
二
二
に
収
切

る
娠
品
の
全
部
を
言
姜
写
Ｌ
て
お
く
。
》
浸
字
表
記
の
詮
蔵
紡
・
詩
に
付
し
た
評
点
・
這
り
点
、
省
鴎
す
る
・

，
ｌ
？
ｐ
口
７
Ｌ
９
０
０
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’篁菫遣筆圭壽竹．鄭將效呉日千惠語朱
繍
敬
灰
不
堪
看
。

読
昌
釡
集

嬉
詞
謹
逐
琵
臣
毒
。
捌
瘻

論
・
文
長
崇
三
壹

村
明
之
仰
己
奇
奇
〃
述
琴
二
濤
幽
芙
題
・

踵
与
銀
人
椙
対
実
。
呉
圭
檮
信
完
債
だ
。

啄
視
羅
鱈
一
宅
主
盟
。
山
陰
才
気
更
姦
篇
．

い
、
、

一
盃
自
飲
一
盃
舗

寺
○
グ
③
・

卓

今
●

自
鳶
竹

僅
紅
一
雨
散
紅
繕
睨
。
郷
馬
橋
執
風
抑
斜
．
嘉
部
不
省
春
辞
去
。
日
鰭
青
樽
解
語
花
。

簔
威
簔
碧
雲
一
完
鐵
垂
菫
雪
雲
逵
臺
三
一
」
叩
。
壼
禧
紅
臺
高
十
文
。
何
害
半
諾
到
三
家
。

顔
塘
水
浅
索
鑿
鷺
．
逃
れ
黙
黙
鬘
一
牙
吐
．
日
蓉
漁
童
収
釣
祭
．
柳
条
穿
得
激
震
去
・

鍼
贈

種
補

南
培 盃舗．一

古
家
前
頭
倒
鐸
簿
。
爵
臥
不
扣
舂
日
漫
。
評
崇
叩
雲
照
妻
書
。

鄭
將
胸
慎
寄
臺
端
。
非
卒
非
介
瞳
手
抹
。
是
薑
是
卿
任
人
薑
。

漆
燈
窯
塔
照
楚
寂
。
豐
得
当
騎
一
王
濤
。
夜
深
収
向
杢
山
貝
。

ク

捌
瘻
王
孫
一
小
世
才
“
狸
信
逼
爬
猶
末
尽
。
緋
衣
俄
窒
赤
糾
采
。

-

１
１

解
造
神
仙
丁
完
睾
。

幽
冷
亦
叩
田
水
月
、

勿
誤
毫
端
定
売
陪
。
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一
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朧
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昊
前
身
．
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松
陰
良
識
臥
言
花
”
杢
菫
．
浸
塔
啼
雲
蛇
。
壊
梶
塵
深
邑

罎
、
三
褐
叉
。
誇
者
不
癖
寅
祷
中
。
察
轤
実
雨
打
憲
紗
。

陰
窓
兀
坐
雪
誇
タ
。
青
顛
不
言
雪
壹
托
。
鰊
雨
滴
桐
坐

求
人
自
髪
。
秋
室
二
使
深
同
寮
寂
。
衰
燈
影
確
定
無
芽
。

霊
室
濃
於
酒
。夜

坐

松
雲
流
不
止
。

菫
最
巧
課
雲
。
菫
公
何
策
加
。
宛
然
紙
憲
弓
．
弓
出
一
枝
斜
。

ｅ《■■》

窓
．
伯
千
景
奇

五・言絶倒
顎
荷
軒
壁

詑
与
菫
倶
杳
、
琶
讓

削
玉
一
千
尺
、臺

悔

亡
壹
律余

秋
室
．
寮
萬
砿
三
》
一
閣
・

艫
棄
之
．
只
録
秋
夜
雨
中
二

柚

松
月
鋤
蒸
荒
。
：
喬
深
一
台
妹
浄
．
松
雨
滴
成
吉
．

壮
君
籍
日
露
・
《
；
貴
凰
噸
不
醒
。
倉
出
頭
汗
紫
。

含
露
洗
念
潔
。

毒
蔑
本
是
誌
。
試
薑
油
毫
姐
。
宰
貢
碧
一
害
凌
。

壹
龍
昌
一
三
芳
っ
窯
概
此
花
雲
。
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。．《．．』恥一，序蚕-さ｛』

家
人
少
到
・
余
褐
受
其
誇
．
府
隅
一
蒲
席
。
柱
坐
臥
壕
恵
一
中
。
偶
有
鮒
傅
．

一一国一＠降
雨
滴
桐
幽
響
読
。

壊
梶
塵
深
鼠
矢

し

壱

〃一口

孤
螢
奪
駒
冷
宍
斜
。
鯨
詩
邉
寵
鬼
窯
誇
．
灌
巽
播

敦
蒙
圓
凄
銑
察
斜
。
老
鶉
穴
棟
作
精
魁
。
怪
樹
当

生
■
Ⅱ
■
■
■
■
■
Ｔ
Ｄ
Ｌ
■
、
-
４
日
１
ら
ｌ
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Ｍ
ｂ
■
■
７
．
９
ｈ
似
０
り
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一!’ 雨
譲
策
盾
。
玉
椹
奇
壼
実
多
少
。
除
却
需
吠
那
得
闇
。

奇
胸
読
碍
澆
濃
薑
．
屯
起
阿
琶
蔑
電
諭
。
荊
是
詞
臣
膜
一
癖
一
席
．
軍
蟇
山
完
好
威
隣
。
銅
仙
潅
一
涙
涌
鉛
水
。
木
魁
笑

声
飛
雲
蟻
。
応
俵
ヅ
蕨
魂
鍵
泣
。
堰
に
漂
諾
不
霞
人
．

湊。：

走
月
浅
雲
啼
慢
鯛
。
寒
続
出
土
燭
陰
一
罪
。
黙
鮎
礎
凝
言
血
色
．
榮
美
幸
放
添
燈
輝
。
寂
準
一
時
速
狐
火
動
砲
莞
笙
或

逐
完
聿
飛
。
同
郷
曉
鶏
輻
猩
猩
。
精
魂
一
全
一
穏
星
へ
微
。

韻篭

鵠篭枯朽篇茸遥・混一却雲人書雪葛。漂霊猶奎双服涙。音琶又長一頭宅。妖柧隷去鴫何両。侠客提

来
歓
自
衰
．
知
育
莞
現
消
不
得
。
醗
凰
差
雨
夜
敷
轍
。
・

栂
城

妖
狐
言
塚
前
頭
街
・
怪
・
鰯
雲
松
深
雲
棲
。
一
隙
壼
奈
縛
一
議
仲
・
沙
上
蝕
余
幾
濤
蕊
。
千
笄
古
塁
雲
頼
出
。
半
宿
陰

鳳
鬼
罵
罰
。
英
魂
叱
屯
家
魂
起
。
挾
得
毬
声
作
皷
菫
。

差
花
：

專
竈
従
来
只
漱
弄
。
思
流
誰
解
簑
電
龍
。
珠
苞
鍵
沢
暗
奎
叶
一
。
月
辮
潮
軒
佳
色
加
．
葉
已
芦
権
争
刷
薫
。
花
壼
震

舞
叡
桧
花
。
渭
姿
宜
使
水
仙
侍
。
笑
揮
金
盃
汲
雲
花
。

五
三
律談

昌
台
票
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１
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